
桧本市の文化財

第 6 集

県・市指定(指定文化財の概略)

松本市教育委員会
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二三四

旧

山

辺

学

校

名

称

長
野
県
宝

旧
山
辺
学
校
校
舎

所

在

松
本
市
大
字
里
山
辺
二
九
三
二
番
地
三

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市

概

略

大
工
棟
梁
・
佐
々
木
喜
重
(
一
八
三
九
年
十
一
月
三
日
̃

一
八
九
九
年
一
月
四
日
)

の
指
導
に
よ
り
、
当
時
の
里
山
辺
・
入
山
辺
の

二
村
の
力
で
建
て
ら
れ
た
(
明
治
十
八
年
十
二
月
完
成
)
疑
洋
風
建
築
の

こ
の
校
舎
は
、
開
智
学
校
(
重
要
文
化
財
)

の
ギ
ヤ
マ
ン
校
舎
に
対
し
、

「
障
子
学
校
」
と
呼
ば
れ
簡
素
な
が
ら
す
っ
き
り
し
た
建
物
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
に
開
校
、
昭
和
三
年
の
校
舎
新
築
ま
で
学
校
と
し
て
使
用
、

以
後
里
山
辺
村
役
場
、
里
山
辺
中
学
校
、
保
育
園
、
市
役
所
出
張
所
(
公

民
館
)
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

建
物
を
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
整
備
の
た
め
、
昭
和
五
十
六
年
十
月

̃
五
十
七
年
八
月
に
か
け
て
全
面
解
体
復
元
工
事
を
実
施
し
た
。
現
在
、

山
辺
学
校
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
公
開
し
て
い
る
。

構

造
木
造
瓦
葺
二
階
建
、
梁
間
六
問
半
、
桁
行
十
四
聞
、
外
壁
漆
喰
塗
り
仕

上
げ
、
八
角
塔
付
、
窓
は
障
子
戸
、
一
階
三
〇
一
・
四
三
壷

二
階
三
〇
一
・
四
三
2
皿

八
角
塔
一
六
・
五
三
2
皿

計
六
一
九
・
三
九
億
(
内
部
間
仕
切
等
変
更
有
)



二三四

旧
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部
庁
舎

名

称

長
野
県
宝

旧
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部
庁
舎

所

在

松
本
市
大
宇
島
立
字
新
切
二
一
九
六
̃
一
番
地

所
有
者
(
管
理
者
)

㈲
日
本
司
法
博
物
館

概

略

史
跡
松
本
城
二
の
丸
御
殿
跡
に
明
治
四
±
年
に
建
て
ら
れ
た
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部
(
松
本
区
裁
判
所
)
庁
舎
で

あ
る
o
本
庁
舎
の
み
が
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
現
在
地
に
移
転
復
元
さ
れ
、
司
法
博

物
館
と
し
て
保
存
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

和
風
木
造
建
築
物
の
裁
判
所
と
し
て
は
我
国
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
建
築

様
式
を
知
る
う
え
で
貴
重
で
あ
る
。

構

造
木
造
平
家
瓦
葺
き
、
破
風
造
り
、
軒
高
五
・
九
七
五
肋
、
法
廷
二
、
取
調
べ
室
他

(
資
料
展
示
室
)
十
一
、
(
最
大
高
さ
一
〇
・
〇
九
耽
)
事
務
室
他
二

な
お
、
こ
の
建
物
は
老
朽
化
に
伴
い
、
取
り
壊
し
の
扱
い
を
受
け
た
も
の
で
あ
る

が
市
民
団
体
の
強
い
保
存
の
熱
意
に
よ
り
移
築
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2



二三四

シ

ナ

ノ

ト

ド

化
石

名

称

長
野
県
天
然
記
念
物

シ
ナ
ノ
ト
ド
化
石

所

在

松
本
市
開
智
二
丁
目
三
番
二
十
八
号

所
有
者
(
管
理
者
)

㈱
東
筑
摩
塩
尻
教
育
会

概

略

一
九
四
一
年
東
筑
摩
郡
五
常
村
(
現

四
賀
村
)
麻
生
よ
り
発
見

さ
れ
た
ト
ド
の
頭
骨
の
前
端
で
北
海
道
大
学

故
長
尾
巧
博
士
の
鑑
定
に
よ
り
シ

ナ
ノ
ト
ド
と
命
名
さ
れ
た
新
種
類
で
あ
る
。
県
内
唯
一
、
国
内
で
も
数
少
な
い
貴

重
な
化
石
で
あ
る
。

寸
法

縦
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
十
七
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高
さ

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

年
代

申
新
生
の
中
期

現
況

犬
歯
上
下
各
二
(
先
端
少
々
破
損
)
、
切
歯
上
三
、
下
二
(
破
損
)

臼
歯
上
四
、
下
六
(
破
損
四
)



一二三四※

里
山
辺
お
船
祭
の
お
船

名

称

長
野
県
宝

里
山
辺
お
船
祭
の
お
船

所

在

松
本
市
豊
山
辺
地
区
九
町
会

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市
里
山
辺
(
薄
町
・
湯
の
原
・
荒
井
・
下
金
井
・
荒
町
・
西
荒
町
・
上
金
井
・
藤
井
・
兎
川
寺
)

概

略

お
船
祭
の
お
船
は
、
旧
里
山
辺
九
力
村
一
船
づ
つ
備
え
ら
れ
て
お
り
、
当
初
薄
町
だ
け
に
あ
っ
た
も
の
が
、
文
化
・
文
政

の
頃
か
ら
全
部
落
で
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
船
は
、
祭
神
を
慰
め
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
時
代
の
古
く
か
ら
大
陸
渡
来
氏
族
が
住
着
い
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
地
方
の
歴
史
解
明
に
役
立
つ
資
料
的
価
陸
と
共
に
、
江
戸
時
代

の
名
工
、
立
川
氏
及
び
そ
の
一
門
か
ら
な
る
彫
刻
を
ふ
ん
だ
ん
に
施
し
、
又
、
飾
り
金
物
に
も
す
ぐ
れ
、
工
芸
・
美
術
的
価
値
も
高
い
。

現

状

各
町
会
毎
に
船
倉
に
保
管
し
て
い
る
。

特
記
事
項

例
年
五
月
五
日
の
薄
宮
(
須
々
岐
水
神
社
)
の
祭
礼
に
は
、
紅
白
ま
た
は
色
と
り
ど
り
の
お
船
が
曳
出
さ
れ
、
遠
望
す
れ

ば
、
さ
な
が
ら
青
海
原
を
行
く
屋
形
船
を
思
わ
せ
る
。



御
殿
山
の
小
笠
原
家
廟
所

一
名

称

松
本
市
史
跡

御
殿
山
の
小
笠
原
家
廟
所

二

所

在

松
本
市
浅
間
温
泉
一
一
七
五

三

所
有
者
(
管
理
者
)

小
笠
原
忠
統
・
神
宮
寺
(
高
橋
勇
音
)

四

概

略

松
本
城
主
、
小
笠
原
秀
政
・
恩
情
父
子
は
元
和
元
年
(
一
六
一
五
年
)
大
阪
夏
の
陣
で
討
死
し
、
二
男
忠
政
も
重
傷
を
負

っ
た
。
秀
政
・
忠
僻
は
京
都
で
火
葬
に
ふ
さ
れ
、
恩
赦
は
遺
骨
を
奉
じ
て
松
本
へ
帰
城
し
た
。
父
秀
政
は
埋
橋
宗
玄
寺
に
葬
ら
れ
た
。
恩

情
は
戦
死
し
た
家
臣
島
立
貞
正
ら
七
人
と
共
に
浅
間
の
大
陸
寺
跡
へ
建
て
た
法
性
寺
墓
地
へ
葬
ら
れ
た
。

忠
政
は
明
石
へ
移
封
と
な
り
、
恩
情
の
嫡
子
長
次
は
中
津
の
城
主
と
な
り
、
寺
を
移
し
た
の
で
荒
廃
し
た
。
貞
享
二
年
(
一
六
八
五
年
)

水
野
忠
直
は
そ
の
荒
廃
を
見
て
欺
き
、
神
宮
寺
の
住
職

を
呼
び
小
笠
原
氏
の
旧
臣
の
子
孫
に
協
力
さ
せ
て
貞
慶
、

秀
政
、
恩
情
三
代
の
墓
及
び
家
臣
の
墓
七
基
と
九
尺
四

面
柿
葺
き
の
御
霊
屋
を
建
て
た
。
御
霊
屋
は
天
保
七
年

(
一
八
三
六
年
)
焼
失
。
石
垣
は
平
積
形
式
で
古
い
。

五
輪
塔
は
向
っ
て
右
よ
り
秀
政
、
貞
慶
、
恩
情
で
秀

政
は
宗
玄
大
居
士
、
貞
慶
は
大
陸
寺
殿
、
恩
情
は
法
性

寺
殿
と
そ
れ
ぞ
れ
関
係
深
い
寺
名
が
戒
名
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。

松
本
城
の
基
礎
を
築
い
た
初
代
小
笠
原
家
の
城
主
小

5



山 地
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笠
原
貞
慶
と
秀
政
・
忠
傭
父
子
を
杷
っ
た
廟
所
で
あ
り
、
特
に
恩
情

の
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

史
跡
面
積
二
一
七
・
五
2
皿

松
本
市
浅
間
温
泉
一
、
一
七
五
番
地
一
一
六
2
皿

(
小
笠
原
忠
統
氏
所
有
)

松
本
市
浅
間
温
泉
一
、
一
七
四
番
地

三
六
・
〇
2
皿

一
、
一
七
四
̃
イ
番
地
三
五
・
五
壷

一
、
一
七
四
̃
ロ
番
地
三
〇
・
〇
壷

(
宗
教
法
人
神
宮
寺

高
橋
勇
音
所
有
)

6



二三四

内

田

の

赤

松

名

称

松
本
市
天
然
記
念
物

内
田
の
赤
松

所

在

松
本
市
内
田
宇
山
袖
下
二
五
七
五
̃
五

所
有
者
(
管
理
者
)

中
島
茂
登
喜
、
前
澤
本
明

概

略

幹
困
り
(
目
通
り
)

二
・
六
メ
ー
ト
ル

樹
高

約
七
メ
ー
ト
ル

独
立
木

地
元
で
は
俗
に
"
か
ら
か
さ
松
"
と
称
さ
れ
、
そ
の
名
の
と
お
り
地
上
約
四
メ
ー
ト
ル
上
で

太
い
枝
が
四
方
に
伸
び
、
笠
状
に
約
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
お
お
っ
て
い
る
。
幹
は
無
傷
の
円
筒

状
で
西
北
に
傾
い
て
立
上
り
樹
姿
、
樹
肌
も
美
し
い
。
さ
ら
に
こ
の
赤
松
は
山
の
斜
面
に
あ
っ

て
松
林
を
負
い
、
前
方
は
展
け
て
松
本
平
を
一
望
に
お
さ
め
、
樹
下
の
わ
ず
か
な
平
に
は
大
小

十
四
基
の
石
仏
が
立
ち
並
ぶ
な
ど
立
地
条
件
も
申
し
分
な
い
。



広
澤
寺
の
小
笠
原
家
墓
所

一
名

称

松
本
市
史
跡

広
澤
寺
小
笠
原
家
墓
所

二

所

在

松
本
市
里
山
辺
林
五
二
二
̃
イ
号

三

所
有
者
(
管
理
者
)

宗
教
法
人

広
澤
寺

四

概

略

松
本
城
主
小
笠
原
秀
政
・
忠
僑
父
子
の
墓
で
あ
る
。
小
笠
原
父
子
は
元
和
元
年
(
一
六
一
五
年
)
大
阪
夏
の
陣
で
討
死
し
、

京
都
で
火
葬
に
ふ
さ
れ
、
同
年
八
月
、
埋
橋
の
臨
済
寺
(
の
ち
に
宗
玄
寺
)
近
効
に
お
い
て
葬
儀
が
営
ま
れ
、
墓
碑
も
建
て
ら
れ
た
が
水

害
の
た
め
寛
保
三
年
三
月
に
骨
灰
を
広
澤
寺
の
現
在
位
置
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
浅
間
御
殿
山
に
も
小
笠
原
貞
慶
、
秀
政
、
忠
僻
の
墓
が
あ
る
。

法
名

両
選
院
殿
譲
受
宗
玄
大
居
士
(
秀
政
)

法
性
寺
殿
正
甫
宗
中
大
居
士
(
忠
傭
)



小
俣
観
音
堂
の
木
造
千
手
観
音
立
像
(
附

注
文
証
文
)

一
名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

小
俣
観
音
堂
の
木
造
千
手
観
音
立
像
(
附

注
文
証
文
)

所

在

松
本
市
笹
賀
小
俣
一
八
二
七
番
地

所
有
者
(
管
理
者
)

笹
賀
小
俣
区

四

概

略

注
文
証
文

所
有
者

高
山
三
千
彦

笹
賀
東
耕
地
一
九
六
九
番
地

江
戸
時
代
の
作
で
あ
る
。
像
高
七
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
元
禄
二
年
の
注
文
証
文
が
あ
り
、
京
都
四
条
の
松
本
商
人
問
屋

に
泊
ま
り
注
文
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
仏
師
の
造
像
、
作
柄
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。

寄
木
造
り
、
漆
箔
、
彩
色
さ
れ
た
持
物
、
鍍
金
の
宝
冠
、
十
一
面
の
相
好
、
光
輪
、
台
座
の
結
構
、
す
べ
て
整
っ
た
作
例
で
あ
る
。

本
像
は
当
時
の
専
門
仏
師
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
注
文
書
と
併
せ
考
え
る
と
き
、
資
料
的
価
値
は
高
い
。

観
音
堂
に
つ
い
て
は
元
禄
十
一
年
の
神
社
仏
閣
改
帳
に
記
載
が
あ
り
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。

○
附

注
文
証
文
(
写
し
)

注
文
見
積
り
証
文

御
証
文

一
千
手
観
音
台
鉢

但
シ
木
地
作
り
、
成
程
念
入
、
御
目
二
上
二
玉
眼
入
、
継
目
々
二
赤
か
ね
ノ
か
す
か
い
打
、
其
上
こ
ぬ
の
筋
さ
せ
致
、
本
か
た
地

さ
び
也
。

一
御
身
、
上
こ
く
ろ
ぬ
り
こ
致
、
上
こ
ふ
ん
だ
、
、
、
也
、
御
袈
裟
古
色
也
。

9



御
鍔
・
脇
冠
冠
き
よ
う
せ
ち
、
上
二
金
め
っ
き
、
す
り
物
、
本
玉
か
ざ
り
也

御
持
物
、
一
々
木
こ
て
、
そ
れ
そ
れ
二
、
さ
い
し
き
成
共
、
惣
薄
三
成
共
、
御
好
次
第
、
御
く
し
十
一
面
、
一
々
二
作
り
付
、

但
シ
、
御
持
参
ノ
古
仏
、
内
へ
作
紬
。

一
台
座
五
重
座

一

足
く
り
あ
し

一
か
ま
ち
有
、
小
か
へ
り
有
、
竹
ノ
ふ
し

一
下
ノ
居
座
、
ぼ
た
ん
か
ら
革
す
か
し

一
上
ノ
居
座
蓮
花
か
ら
草
す
か
し

一
引
こ
み
有
、
ひ
が
き
こ
き
ざ
み

一
か
え
り
花
、
は
な
口
く
る
み
か
た
也
1

一
し
べ
上
ニ
.
、
く
り
し
べ
也

一
さ
く
ろ
花
有

一
す
き
な
す
び
、
か
ら
花
か
ら
章

一
蓮
花
五
拾
枚
、
青
蓮
、
本
か
ら
ろ
く
せ
う
本
は
そ
か
ね
引

一
後
光
、
り
ん
光
、
き
く
ふ
ち
、
内
こ
ん
せ
う
入
惣
ふ
ち
金
也

右
成
程
念
大
任
立
可
レ
申
候

代

金
元
禄
弐
年

己
己
○
正
月
十
九
日

・
し
ま
や

理
兵
衛
様

10



附

注
文
証
文
(
読
み
下
し
文
)

注
文
証
文
の
本
書

証
文

一
千
手
観
音
壱
躯
、
立
像
、
御
長
ケ
か
う
き
わ
二
両
弐
尺
、
上
二
桧
木
二
両
木
地
作
り
、
成
程
念
ヲ
入
、

但
シ
上
二
玉
眼
ヲ
入
れ
、
つ
ぎ
め
/
/
\
ニ
銅
か
す
か
い
掛
可
レ
申
候

塗
り
、
下
地
布
筋
き
せ
こ
致
シ
、
上
二
本
堅
地
二
念
ヲ
入
、
但
シ
御
身
志
ん
に
塗
り
、
御
袈
裟
古
色
二
可
レ
致
申
事

御
身
、
上
二
金
粉
二
仕
可
レ
申
候
。

十
一
面
、
一
々
作
法
之
通
二
、
念
入
作
り
同
金
ふ
ん
。

御
鍔
、
脇
鍔
、
成
茂
き
ゃ
う
せ
ち
、
御
身
ノ
か
さ
り
や
す
り
す
か
し
、
金
め
っ
き
こ
念
ヲ
入
可
レ
申
候
。

御
持
物
、
一
々
作
法
之
通
二
致
シ
、
彩
色
二
可
レ
仕
候
事

台
座
五
重
座
、
但
シ
足
く
り
足
、
角
〈
ニ
め
っ
き
金
物
打
可
レ
申
候
。

か
ま
ち
有
、
小
く
り
有
竹
の
ふ
し
に
作
り
。

下
ノ
居
座
、
ぼ
た
ん
唐
草
、
念
ヲ
入
す
か
し
。

上
ノ
居
座
、
蓮
花
唐
草
す
か
し
。

引
こ
み
有
、
但
シ
ひ
か
き
さ
さ
み
可
レ
申
候
。

か
へ
り
花
、
く
る
み
形
二
念
ヲ
入
作
り
。

志
べ
、
上
こ
く
り
志
べ
こ
作
り
可
レ
申
候
。

な
す
び
、
\
唐
花
・
唐
草
念
入
す
か
し
。

蓮
花
、
五
拾
牧
童
二
致
シ
、
本
居
ろ
く
せ
う
こ
致
シ
其
上
金
網
金
引
可
レ
申
候
。
青
蓮
花
也
。

御
光
、
輪
光
、
但
シ
き
く
ノ
ふ
ち
ノ
内
こ
ん
せ
う
。
惣
ふ
ち
金
薄
也
。

圃



一
台
座
、
御
光
共
二
右
同
断
二
、
本
堅
地
こ
ぬ
り
、
其
上
こ
こ
け
薄
塗
置
二
、
成
程
念
ヲ
入
可
レ
申
候
事
。

右
何
茂
成
程
念
ヲ
入
仕
立
可
レ
申
候

以

上

代
金
三
両
三
分

大
仏
師

伊
兵
衛
黒
印

利
兵
衛
様

閏
正
月
十
九
日

あ
ま
た



今
村
観
音
堂
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
座
像

一
名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

今
村
観
音
堂
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
座
像

二

所

在

松
本
市
大
字
笹
賀
今
村

三

所
有
者
(
管
理
者
)

笹
賀
今
区

四

概

略

像
高
六
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

寄
木
造
漆
箔
、

定
印
の
座
像
で
定
朝
様
の
流
れ
を
く
む
室
町
時
代
中
期
の
作
と
思

わ
れ
る
。

大
き
な
寺
院
の
本
尊
で
は
な
い
が
地
方
の
豪
族
の
信
仰
に
よ
り

造
像
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
螺
髪
細
か
く
、
顔
容
円
満
、
体
纏

も
堂
々
と
し
て
安
定
感
の
あ
る
美
作
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
地
方
の
堂
に
も
こ
の
よ
う
な
像
が
次
第
に

造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
台
座
、
光
背
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
中
期
以
後

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
一

13



二三四

柏
木
古
墳
出
土
品

名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

柏
木
古
墳
出
土
品

所

在

松
本
市
大
字
中
山
三
七
三
八
(
松
本
市
立
考
古
博
物
館
)

「

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市

棚

暗

中
山
陵
の
東
斜
面
に
位
置
す
る
径
十
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
大
正
十
四
(
一
九
二
五
)
年
に
発
掘

調
査
さ
れ
、
横
穴
式
石
室
内
か
ら
多
く
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。
中
山
古
墳
群
の
な
か
で

は
内
部
構
造
、
出
土
状
態
、
副
葬
品
の
全
内
容
が
判
明
し
て
い
る
数
少
な
い
例
の
一
つ
で

あ
る
。
時
期
は
六
世
紀
後
半
に
お
か
れ
て
い
る
。
副
葬
品
の
内
容
は
、
装
身
具
・
武
器
・

馬
具
・
土
器
で
、
装
身
具
は
、
玉
類
と
金
・
銀
環
、
玉
類
は
玉
十
二
、
管
玉
三
、
切
子
玉

六
、
小
玉
・
丸
玉
十
五
点
と
豊
富
で
あ
る
。
武
器
は
直
刀
、
鉄
(
て
つ
ぞ
く
)
で
、
刀
装

具
の
中
に
は
銀
象
が
ん
の
柄
頭
や
金
銅
製
の
柄
聞
、
金
具
、
倒
卵
形
の
(
つ
ば
)
が
あ
る
。

馬
具
で
は
素
環
の
(
く
つ
わ
)
が
多
い
が
、
鉄
池
金
銅
張
り
の
辻
金
具
も
存
在
し
て
い

る
o

土
器
は
須
恵
器
の
高
(
つ
き
)
、
提
瓶
、
皿
、
壷
で
高
つ
き
は
蓋
付
き
の
優
品
、
土
師

器
に
は
た
か
つ
き
、
皿
、
魅
(
ほ
ぞ
う
)
が
あ
り
、
魅
(
ほ
ぞ
う
)
は
珍
し
い
。

14



二三四

中
山
三
十
六
号
古
墳
出
土
品

名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

中
山
三
十
六
号
古
墳
出
土
品

所
在
地

松
本
市
中
山
三
七
三
八
番
地

市
立
考
古
博
物
館

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市

概

略

棺
護
山
(
か
ご
や
ま
)
に
築
か
れ
て
い
た
古
墳
で
、

和
泉
の
谷
を
へ
だ
て
て
弘
法
山
古
墳
に
対
し
て
い
る
。
径
二
十
m
、
高

さ
二
、
五
m
の
円
墳
で
、
昭
和
四
十
六
年
(
一
九
七
一
)
開
成
中
学
校

の
コ
ー
ト
造
成
の
際
に
調
査
さ
れ
た
。
四
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
内
部
主
体
は
、
粘
土
床
の
一
種
で
、
同
上
よ
り
鏡
と
壷
が

出
土
し
た
。
鏡
は
斜
縁
を
も
つ
径
十
三
調
の
羊
肉
獣
帯
鏡
で
、
外
区
の

文
様
は
複
波
鋸
歯
文
で
「
上
方
作
鏡
」
の
銘
文
を
も
つ
。
主
文
は
六
像

式
で
あ
る
。
壷
は
櫛
形
文
様
で
飾
ら
れ
て
い
て
、
当
地
域
の
土
師
器
申

最
古
の
型
式
を
と
っ
て
い
る
。
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岡
田
神
社
旧
参
道
の
ケ
セ
キ

一
名

称

松
本
市
天
然
話
念
物
〉
岡
田
神
社
旧
参
道
の
ケ
ヤ
キ

員
数
二
本

二

所
在
地

松
本
市
岡
田
下
岡
田

三

所
有
者
(
管
理
者
)

岡
田
神
社

四

概

略

県
道
惣
社
・
岡
田
線
の
一
角
に
岡
田
神
社
の
旧
参
道
が
あ
る
。

こ
の
旧
参
道
に
鳥
居
と
と
も
に
ケ
ヤ
キ
や
ア
カ
マ
ツ
が
残
っ
て
い
る
。
な
か
で
も

鳥
居
東
側
の
ケ
ヤ
キ
二
本
は
大
樹
で
枝
振
り
も
大
き
い
。

幹

囲

北
側
ケ
ヤ
キ

六
、
五
m

南
側
ケ
ヤ
キ

五
、
七
m

枝
振
り

四

万

十
二

m

樹

高

お
よ
そ

二
十

m

※

特
記
事
項

昭
和
六
一
年
九
月
に
は
、
南
側
ケ
ヤ
寺
の
大
枝
(
西
向
)
き
損
。

岡
田
神
社
氏
子
の
熱
意
に
よ
り
ケ
ヤ
キ
が
残
り
、
旧
参
道
が
保
存
さ
れ
た
。

16



二三四

弘
法
山
古
墳
出
土
品

名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

弘
法
山
古
墳
出
土
品
(
一
括
)

所
在
地

松
本
市
中
山
三
七
三
八
番
地
(
松
本
市
立
考
古
博
物
館
)

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市
(
松
本
市
教
育
委
員
会
)

概

略

出
土
品
は
、
石
室
内
出
土
の
も
の
と
石
室
上
部
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
鞘
と
に
分
け
ら
れ
る
。
石
室
内
の
遺
骸
に
添

え
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
鏡
一
面
、
鉄
剣
三
口
、
鉄
斧
一
点
、
銅
鏡
(
ど
う
ぞ
く
)
一
点
、
鉄
鍛
二
十
四
点
、
不
明
鉄
器
片
三
点
、
ガ

ラ
ス
小
玉
四
八
一
点
で
鏡
は
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
頭
部
東
寄
り
に
、
二
日
の
剣
は
体
部
の
両
側
に
、
鍛
(
ぞ
く
)
と
斧
及
び
剣
一
口
は

頭
部
寄
り
に
、
こ
の
他
銅
銭
(
ぞ
く
)
は
鏡
の

近
く
に
、
ま
た
小
玉
は
出
土
位
置
か
ら
首
飾
り
、

手
首
飾
り
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
後
方
部
墳
頂

か
ら
出
土
し
た
土
師
器
は
二
十
個
体
以
上
で
壷
・

高
林
(
た
か
つ
き
)
、
器
台
、
手
焙
り
(
て
あ

ぶ
り
)
形
土
器
な
ど
の
器
種
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
土
師
器
は
、
文
様
、
・
形
態
な
ど
か
ら
、
東
海

西
部
の
元
屋
敷
式
土
器
の
影
響
を
強
く
受
け
た

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。



二三四

下
神
遺
跡
熊
坂
十
号
住
居
址
出
土
品

名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

下
神
遺
跡
熊
坂
十
号
住
居
址
出
土
品
(
一
括
)

所
在
地

松
本
市
大
字
中
山
三
七
三
八
番
地
(
市
立
考
古
博
物
館
)

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市
(
松
本
市
教
育
委
員
会
)

概

略

松
本
市
神
林
の
下
神
遺
跡
は
、
奈
良
井
川
と
鎖
川
の
合
流
点

付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
八
年
に
神
林
地
区
で
は
揚
整
備
に
先
立
つ

緊
急
発
掘
調
査
が
実
施
ざ
れ
、
こ
の
結
果
、
竪
穴
住
居
し
七
十
九
軒
、
建
物
三

十
六
軒
等
が
発
見
さ
れ
一
帯
は
平
安
時
代
の
大
き
な
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
o
竪
穴
住
居
か
ら
は
当
時
日
常
生
活
に
使
用
さ
れ
た
土
師
器
の
杯

(
つ
き
)
、
聾
(
か
め
)
の
他
に
須
恵
器
の
杯
、
長
頸
壷
、
横
瓶
、
灰
紬
(
か

い
ゆ
う
)
陶
器
の
皿
・
耳
皿
等
多
量
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
特
に

熊
坂
地
籍
第
十
号
住
居
址
か
ら
発
見
さ
れ
た
薬
壷
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時

代
の
初
め
に
か
け
て
畿
内
で
作
ら
れ
た
奈
良
三
彩
と
呼
ば
れ
る
優
品
で
緑
褐
色

の
紬
薬
と
素
地
の
白
色
で
三
彩
を
表
現
し
て
い
る
希
少
な
遺
物
で
、
寺
院
、
祭

祖
な
ど
特
殊
な
遺
跡
か
ら
の
発
見
が
普
通
で
本
遺
跡
の
よ
う
な
例
は
珍
し
い
。

18
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二三四

桜

ケ

丘

古
墳
出
土

品

名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

桜
ケ
丘
古
墳
出
土
品
(
一
括
)
(
金
銅
製
天
冠
は
除
く
)

所
在
地

松
本
市
浅
間
温
泉
三
七
̃
一
(
本
郷
支
所
)

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市

塙

略

本
古
墳
の
出
土
品
は
昭
和
三
十
年
旧
本
郷
村
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
、
竪
穴
式
石
室
王
室
、
副
室
か

ら
武
器
、
武
具
、
玉
類
、
天
冠
が
検
出
さ
れ
た
。

天
冠
は
早
く
県
宝
に
指
定
さ
れ
た
が
武
器
、
武
具
、

玉
類
も
古
墳
中
期
の
典
型
的
な
資
料
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。

昭
和
六
十
二
年
十
月
、
筑
波
大
学
岩
崎
研
究
室

に
よ
る
再
調
査
に
よ
っ
て
武
具
類
(
街
角
付
胃
、

頸
甲
短
甲
)

に
つ
い
て
は
五
世
紀
中
葉
の
革
留
甲

胃
で
県
下
最
古
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

一
、
武
具
類

刀
一
、
剣
五
、
鉾
一

二
、
武
具
類

街
角
付
胃
、
一
、
頸
甲
一
、

短
甲
一

三
、
装
身
具
類

勾
玉
二
頼

臼
玉
五
顆

丸
玉
九
顆

小
玉
三
十
五
顆
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一二三四

秋
葉
原
第
一
号
古
墳

名

称

秋
葉
原
第
一
号
古
墳

所
在
地

松
本
市
新
村
二
五
〇
ノ
二

(
仮
地
番
)

所
有
者
(
管
理
者
)

松
本
市

概

略

秋
葉
原
古
墳
群
は
、
安
塚
古
墳
群
の
東
方
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
あ
り
、
昭
和
五
十
七
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
発
見
さ
れ
た
古
墳
は
五
基
で

第
一
号
古
墳
が
移
転
復
原
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
安
塚
古
墳
群
と
同
年
代
の
八

世
紀
前
半
で
あ
る
。
移
転
の
際
、
入
口
を
南
向
か
ら
東
向
き
に
し
て
復
原
し
た
。

奈
良
井
川
左
岸
で
初
め
て
検
出
さ
れ
た
古
墳
辞
で
松
本
平
西
部
の
古
代
史
解

明
の
契
機
と
な
っ
た
古
墳
で
あ
る
。
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二三四

神
宮
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像

名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

神
宮
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像

所
在
地

松
本
市
浅
間
温
泉
八
五
四

所
有
者
(
管
理
者
)

宗
教
法
人

神
宮
寺

高
橋
勇
音

概

略

像
高
七
三
、
六
調

桧
材
一
木
造

彫
眼

神
宮
寺
薬
師
堂
本
尊
で
袖
衣
は
左
肩
を
お
お
い
、
左
手
は
屈
暫
し
、
膝
上
に
安
ん

じ
て
薬
毒
を
も
つ
。
右
手
も
屈
皆
、
施
無
畏
の
印
を
あ
ら
わ
し
、
右
足
を
外
に
結
蜘

蛛
坐
し
て
い
る
。

膝
前
、
両
手
、
鼻
は
後
補
で
あ
る
。

螺
髪
、
面
相
、
妹
の
感
じ
の
弱
さ
か
ら
藤
原
時
代
末
と
推
定
さ
れ
る
。

神
宮
寺
は
医
王
山
神
宮
寺
と
い
わ
れ
、
浅
間
神
社
の
別
当
寺
で
あ
け
、
平
安
、
鎌

倉
時
代
を
通
じ
て
の
古
刹
で
あ
っ
た
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
擢
災
・
廃
寺
の
難
に
よ
り
、
当
像
も
傷
み
が
著
し
い
が
、
整
っ
た

美
作
で
あ
る
。
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二三四

王
徳
寺
の
木
造
不
動
明
王
坐
像

名

称

松
本
市
重
要
文
化
財

玉
穂
寺
の
不
動
明
王
坐
像

所
在
地

松
本
市
寿
白
瀬
渕

所
有
者
(
管
理
者
)

宗
教
法
人

王
徳
寺

概

略

像
高

九
〇
、
四
調

寄
木
造
り
(
胴
体
は
一
木
)

右
手
に
利
剣
、
左
手
に
素
を
も
ち
、
額
に
水
波
の
相
を
あ
ら
わ
し
、
忽

怒
相
さ
び
し
く
牙
を
出
し
頭
上
に
頂
蓮
を
の
せ
て
巻
髪
あ
ら
く
、
表
文
の

ひ
だ
は
彫
り
が
深
く
、
カ
ル
ラ
炎
も
鮮
明
で
あ
る
。

胎
内
銘
に
よ
り
、
明
応
八
年
(
一
四
九
九
年
)
九
月
六
日
と
推
定
さ
れ
る
。

(胎内銘)

明

応

八

年

九

月

六

日つひ

せ為ちつ

九父のち

ろ母と

回

-22-

牛
伏
寺
の
末
寺
で
あ
る
王
徳
寺
の
寺
名
は
不
動
明
王
の
威
徳
を
称
え
た

も
の
で
、
正
徳
元
年
(
一
七
二
年
)
以
前
不
動
明
王
は
「
信
州
中
山
疫

神
除
不
動
尊
」
と
し
て
近
在
に
知
ら
れ
て
い
た
。

寛
政
二
年
(
一
七
九
〇
年
)
の
寺
伝
由
来
話
に
よ
る
と
、
天
文
年
間
以

降
小
笠
原
氏
の
帰
依
厚
く
、
特
に
小
笠
原
貞
慶
は
開
運
不
動
と
し
て
尊
崇

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

不
動
明
信
仰
が
広
ま
っ
た
時
代
の
地
方
の
中
心
的
寺
院
の
不
動
明
王
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。



一二三

名

称

所

在

所
有
者

牛
伏
寺

木
造
如
意
輪
観
音
坐
像

長
野
県
宝

牛
伏
寺
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像

松
本
市
大
字
内
田
二
五
七
三

宗
教
法
人

牛
伏
寺

四

概

し
略

如
意
輪
堂
本
尊
o
像
高
八
八
肋
、
檜
材
寄
木
造
、
漆
箔
、
彫
喝
光
背
を
欠
き
、
台
座
は
後
補
。
平
安
時
代
末
期
、
す

な
わ
ち
藤
原
時
代
未
の
作
。

如
意
輪
観
音
通
例
の
像
容
、
一
面
六
皆
で
、
各
々
の
皆
の
か
た
ち
、
持
物
に
そ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

本
像
は
、
藤
原
仏
ら
し
く
頭
髪
も
刻
ま
れ
、
優
し
い
慈
悲

の
顔
に
造
ら
れ
、
胸
か
ら
胴
に
か
け
て
の
強
い
締
ま
り
、
ま

と
ま
り
の
よ
い
表
文
の
線
な
ど
に
も
そ
の
特
徴
が
出
て
い
て
、

気
品
の
あ
る
像
で
あ
る
。

※
特
記
事
項

如
意
輪
堂
は
、
旧
の
伽
藍
配
置
で
は
「
客
殿
」

と
よ
ん
で
い
た
。

/
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牛
伏
寺

木
造
蔵
王
権
現
立
像

一
名

称

長
野
県
宝

牛
伏
寺

木
造
蔵
王
権
現
立
像

二

所

在

松
本
市
大
字
内
田
二
五
七
三

三

所
有
者

宗
教
法
人
(
年
伏
寺

四

概

略

像
高
九
五
肋
、
檜
材
一
木
造
。
平
安
時
代
末
期
の
作
と

み
ら
れ
、
像
容
は
、
三
眼
怒
髪
、
開
口
し
て
牙
を
む
き
、
右
手
を
上
げ
て

三
鈷
杵
を
振
り
上
げ
、
左
手
を
腰
に
剣
印
を
結
び
、
右
足
を
岩
座
に
踏
ん

張
り
、
右
足
を
高
く
蹴
り
上
げ
る
、
烈
し
て
忽
怒
形
に
造
ら
れ
て
い
て
、

躍
動
す
る
全
身
の
動
き
や
強
さ
が
リ
ア
ル
に
表
さ
れ
て
い
る
。

※

特
記
事
項

鉢
伏
山
蓬
堂
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
鉢
伏
権
現
の
本
体
で
あ
ろ
う
。
頭
部
両
部
両
腕
両
足
が
欠
損
し
て

24

お
り
、
虫
食
い
も
多
い
。
山
麓
の
村
々
が
日
照
り
で
水
に
困
り
、
鉢
伏
大
権
現
に
雨
乞
祈
願
を
し
た
際
、
本
像
に
縄
を
つ
け
て
引
き
ず
り

ま
わ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
損
耗
の
ひ
ど
い
の
は
そ
う
し
た
扱
い
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

蔵
王
権
現
は
、
奈
良
時
代
、
役
ノ
行
者
が
大
和
国
吉
野
金
峰
山
中
で
、
修
行
中
に
感
得
し
た
像
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
仏
像

彫
刻
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
像
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
中
頃
か
ら
修
験
道
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
修
験
者
、
山
伏
た
ち
の
信
仰
の
中

心
と
な
っ
て
造
像
も
多
く
な
っ
た
。



一二三四

名

称

所

在

所
有
者

概

略

牛
伏
寺

木
造
奪
衣
婆
坐
像

長
野
県
宝

牛
伏
寺

木
造
奪
衣
婆
坐
像

松
本
市
大
字
内
田
二
五
七
三

宗
教
法
人

牛
伏
寺

像
高
七
七
の
、
檜
材
寄
木
造
、
彫
眼
。
室
町
時
代
応
永
二
九
年
(
一
四
二
二
)
作
の
胎
内
墨
書
銘
が
あ
る
。

「
葬
頭
河
の
鬼
婆
」
と
も
呼
ば
れ
、
三
途
の
川
の
辺
で
川
を
渡
っ
て
く
る
亡
者
の
衣
類
を
剥
ぎ
取
り
、
川
辺
の
衣
領
樹
に
登
り
懸
衣
翁

に
わ
た
す
。
翁
は
そ
れ
を
枝
に
掛
け
、
枝
の
摸
み
具
合
で
生
前
の
罪
を
測
り
、
そ
れ
に
よ
り
閻
魔
の
庁
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

無
気
味
に
大
き
な
目
玉
を
む
き
、
怪
寄
な
笑
い
を
こ
め
て
大
口
を
開

き
、
あ
ば
ら
骨
の
浮
き
出
た
痩
身
の
老
鬼
女
の
姿
が
、
す
さ
ま
じ
い
ば

か
り
に
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。



あ

と

が

き

本
編
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
松
本
市
内

の
国
●
県
・
市
の
指
定
文
化
財
の
概
略
を
示
し
た
集
録
集

の
う
ち
第
六
集
に
あ
た
り
ま
す
。

郷
土
の
歴
史
を
知
る
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。昭

和
六
十
三
年
三
月

松
本
市
教
育
委
員
会
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